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大会会長あいさつ

第19回 日本バ イオメカニクス学会大会会長

福 永 哲 夫 (早稲田大学スポーツ科学学術院 )

日本バイオメカニクス学会第19回大会にご参加いただき心から感謝いたします。

おかげさまで、160題を超える一般発表演題の登録を頂きました。

本学会大会では一般発表の他に、特別講演、教育講演、シンポジウム、フィールドセッション、

ランチョンセミナーを企画いたしました。

○特別講演として、KomiP V先生をお迎えして

「SSC運動のメカニズムに関する最新情報」に関する講演をお願いいたしました。

○教育講演では

(1)生体内部の映像化、

(2)動 きの仕組みとスポーツ科学の可能性、

(3)歩行時の反射メカニズム

に関しての最新の情報を提供いたします。

○シンポジウムでは

(1)反動動作のメカニズム、

(2)動作分析の現場への応用、

(3)ス キルの神経筋メカニズム

に関して最も活動的な研究者にお願いしての活発な議論の展開が期待されます。

○フイールドセッションでは

現役オリンピック短距離選手及びコーチを交えて、グラウンドでのデモンストレーション

を中心に、「走動作のバイオメカニクス研究」に関して議論する予定です。
○「バイオメカニクス学生研究競技会」には

50題を越す多数の申し込みを頂きました。その中から抄録を慎重審議し10題 を競技会賞候
補として選出しました。当日のプレゼンテーションを評価したうえで競技会賞を決定した
いと考えております。

○ランチョンセミナーでは

(1)腱組織の適応と機能

(2)加圧 トレーニングのメリット、デメリット

(3)転倒予防教室の実践と課題
についての最新情報を提供する予定です。

以上、学会中の皆様方の活発な議論の展開を期待したいと思います。
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